
クラフトプログラム「キーホルダー」「ブローチ」「ペンダント」 

   

対  象 全年齢 人  数 

150 名程度まで 

（指導者の数が十分に確保できれば、

それ以上でも実施可） 

所要時間 1～1.5 時間程度 天  候 雨天可（雨天のみの実施も可） 

概  要 
間伐材の輪切りに絵具やマジック等で自由にデザインを描き、お好みでキーホルダーやブロー

チ、ペンダントを作成する。     

料  金 
「キーホルダー」「ブローチ」「ペンダント」 

それぞれ 1 セットあたり 150 円 ※必ず最新の料金をご確認ください。 

活動場所 工作棟、炊事工作棟工作室（村内の各広場・コテージ・各室内でも実施可能） 

用  具 

個人での持参品 

 □軍手 □マジック類（ポスカやペイントマーカーなどの顔料インクのもの） □新聞紙 

団体での持参品 

 □救急用品 □マジック類（個人で用意をしない場合・アクリル絵の具なども可）  

□新聞紙（1 人 1 枚、個人で用意しない場合） 

 □ボンド（作品装飾用に小枝や木の実などを取り付ける場合） 

ふれあいの村での準備品 

□各種セット（内容詳細は下図参照） 

キーホルダーセット 【共通】 

□間伐材の輪切り 1枚（直径 3cm程度） 

□紙やすり 2枚セット 

ナスカン環・ヒートン 

ブローチセット ピン 

ペンダントセット カラー紐・ヒートン 

□ペンチ・キリ □クラフトナイフ（必要に応じて貸出可） 

 

※【有料貸出】絵付け用ペイントマーカー［最大 10 セット］ 

※【有料販売】ボンド 

当日まで 

の準備 

プログラム実施に向けて 

 □プログラム実施の予約 ⇒ 「活動計画書」への記載をお願いします 

  ・活動施設の確保はできていますか？（特に雨天用プログラムとして実施する場合） 

 □準備品の申込み 

  ・各種クラフトセットの申し込みはできていますか？ 

  ・持参品の用意や周知はできていますか？ 

  ・マジックは持参されますか、それとも貸出申込み（有料）をされますか？ 

 □引率者間でのプログラム運営方法の確認 

  ・各作業工程での引率者の役割は決まっていますか？（やすりがけ作業の指導、ナスカン

やヒートンなどの取り付け作業の指導、等） 

・雨天プログラムの場合、天候判断のルールは決まっていますか？ 



クラフトプログラム「キーホルダー」「ブローチ」「ペンダント」 

 進  行 備  考 

当日の 

流れ 

①実施準備 

 □個人での持参品、団体での持参品の準備 

□管理棟事務所での必要物品の受け取り 

  

②作業開始 

１）間伐材の輪切りの表面・裏面を紙やすりで磨く 

▶輪切りの表面を紙やすりで磨くことにより、マ

ジックやボンドのノリが良くなる 

    ▶紙やすりは 2 枚で１セットになっている。磨く

際には、最初は目の粗い紙やすり、仕上げに目

の細かい紙やすりを使う。 

▶テーブルの上に紙やすりを置き、木材を手にも

ってこすると磨きやすい。  

２）金具を取り付ける   

キーホルダー 

ペンダント 

間伐材の側面部分に、キリを使って下

穴を開け、ペンチを使ってヒートンを

ねじ込む。 

ねじ込んだヒートンに、キーホルダー

にはナスカンを、ペンダントにはカラ

ー紐を通す。 

 

 

 

ヒートン  ナスカン 

ブローチ ブローチピンをボンドでつける。 

３）仕上げ     

絵を描く 

ポスカやペイントマーカーなどの顔料

インク系のもの、絵の具の場合にはポ

スターカラーなどを使用すると発色が

きれいにでる 

ボンドで 

自然材を 

張り付ける 

自然材は施設内などで、自分たちで集

めてきたものを使用します。 

自然材をボンドで取り付けた後は乾く

まで動かさないように気をつける。 

 

③完成‼ 

  間伐材のボンドが乾ききったら出来上がり。 

⇒雨天用プログラムとして検討を

される場合は、実施の最終判断を

ご連絡ください。 

 

⇒企画段階における注意点 

※木の実などの自然材を使用する

場合は、自身で採集したものを使

うことになります。なお、季節に

よって、ドングリなどは見つけら

れないことがあります。 

 

⇒指導上の留意点 

※工具（キリ・万力・ペンチなど）

には数に限りがあるため、先に木

材を磨き、磨き終えた人から工具

を順番に使うよう指導してくだ

さい。 

※また、工具を使用する際は軍手を

着用してもらうとともに、周囲の

人との間隔にも注意するよう指

導をお願いします。 

※キリを使うときには万力を使用

すると作業がしやすくなります。

なお、万力は工作棟や炊事工作棟

工作室の作業机に設置されてい

ます。 

※ナスカンを取り付ける際は、ペン

チを用いると、安全かつスムーズ

に作業が進みます。 

 

 

 

 

 

（写真左から、キーホルダー、ブロ

ーチ、ペンダントの完成形） 

 

 

 

 

 
 


